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《平成２４年４月１８日開催》報告及び審議事項
【地域振興部】
○市民満足度アンケートについて
○留萌市安心情報メールマガジン配信状況について
○お茶の間トーク２０１２～２０１３出前メニューについて
○地域おこし協力隊の状況について
○留萌市地域公共交通の実施状況について
○第５回町内会活動情報交換会について
○留萌マルシェのオープン、観光施設のオープン等について
○平成２４年度のイベント情報について
【総務部】
○留萌市職員の外部団体口座からの着服に伴う懲戒処
分について
○庁内各部署の配置について
○平成２４年度市税徴収の運営方針について
【都市環境部】
○見晴３９号通り地すべり対策工事の完了について
○道路整備５カ年計画の概要及び平成２４年度事業箇所
について
○市営墓地の募集、木製クリーンステーション整備等
について
○小型電子・電気機器回収事業試行の実施状況について
○専決処分（損害賠償）の報告について
《平成２４年５月２５日開催》報告及び審議事項
【総務部】
○団体事務等に係る事故再発防止に向けたマニュアル
について
○平成２３年度留萌市土地開発公社決算及び平成２４年度
事業計画について
○専決処分（留萌市税・都市計画税及び国民健康保険
税条例の一部を改正する条例制定）について
○平成２４年度留萌市一般会計補正予算（第１号）
【地域振興部】
○「若者たちが萌えるまち」留萌市応援寄付について
○平成２４年度菜の花プロジェクトについて
○留萌観光感動事業の進捗状況について
○オートキャンプフェスティバル ｉｎ るもい２０１２の開催について
○留萌港開発株式会社の平成２３年度決算に関する書類
及び平成２４年度事業計画について
○留萌市住宅改修促進条例の一部を改正する条例について
【都市環境部】
○環境美化パートナー制度の今年度の取組みについて
○専決処分（損害賠償）の報告について
○留萌市営墓地条例・下水道条例の一部改正の条例制
定について

《平成２４年３月２８日開催》報告及び審議事項
【市民生活部】
○小型電子・電気機器回収事業試行期間の延長について

《平成２４年４月２４日開催》報告及び審議事項
【市民健康部】
○留萌市障がい福祉計画策定委員会開催状況について
○留萌市介護保険運営協議会開催状況について
○介護保険給付金請求事件について
【教育委員会】
○平成２３年度フッ化物洗口実施結果について
○平成２３年度学力学習状況調査結果及び平成２４年度実
施状況について
○平成２４年度小中学校児童・生徒数、学級数等につい
て
○留萌小学校改築基本構想について
○平成２３年度留萌管内教育実践表彰について
○平成２３年度児童相談等の状況について
○平成２４年度保育園の入所状況について
○児童手当（旧こども手当）について
【市立病院】
○平成２４年度診療体制について
○東雲診療所の外来診療の拡充について
○平成２３年度患者集計表について
《平成２４年５月２４日開催》報告及び審議事項
【市民健康部】
○留萌市手数料条例等の一部を改正する条例制定につ
いて
○平成２４年度補正予算（案）について
○国民健康保険　特定健診最終年度の目標達成に向け
た取り組みについて

【教育委員会】
○新学習指導要領に基づく保健体育必修科目の取り入
れ実態について
○児童・生徒の問題行動について
○「宇宙の学校」特別講演、体験教室について
○あかしあ大学の概要について
【市立病院】
○平成２３年度病院事業会計決算（案）の概要ついて
○平成２４年度患者集計表（４月分）について
○留萌市看護師等就学資金貸付状況について
《平成２４年５月２８日開催》勉強会
【教育委員会】
○留萌小学校建設計画の進捗状況ついて
《平成２４年６月４日開催》報告及び審議事項
【教育委員会】
○留萌小学校改築計画書の事業費及び財源内訳等の変
更について
《平成２４年６月１２日開催》報告及び審議事項
【市民健康部】
○介護保険給付金請求事件について
○平成２４年度保健事業計画について
【教育委員会】
○留萌小学校校舎・屋体改築事業計画書（概算）見直
し後について

第１常任委員会

第２常任委員会

諮　　　　　問
第１号　人権擁護委員の推薦について

報　　　　　告
第６号　留萌市土地開発公社の平成２３年度決算に関す

る書類及び平成２４年度事業計画に関する書類
の提出について

第７号　留萌港開発株式会社の平成２３年度決算に関す
る書類及び平成２４年度事業計画に関する書類
の提出について

第８号　平成２３年度留萌市繰越明許費繰越計算書につ
いて

第９号　専決処分の報告について（損害賠償について）
第１０号　専決処分の報告について（損害賠償について）
第１１号　専決処分の報告について（損害賠償について）
第１２号　専決処分の報告について（留萌市税条例の一

部を改正する条例制定について）
第１３号　専決処分の報告について（留萌市都市計画税

条例の一部を改正する条例制定について）
第１４号　専決処分の報告について（留萌市国民健康保

険税条例の一部を改正する条例制定について）

議　　　　　案
第４４号　平成２４年度留萌市一般会計補正予算（第１号）

第４５号　平成２４年度留萌市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）

第４６号　留萌市手数料条例等の一部を改正する条例制
定について

第４７号　留萌市固定資産評価員の選任について
第４８号　留萌市教育委員会委員の任命について
第４９号　留萌市議会会議規則の一部を改正する規則制

定について

意　　見　　書
第６号　基地対策予算の増額等を求める意見書
第７号　義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２

への復元、「３０人以下学級」の実現をめざす教
職員定数改善、就学保障充実など２０１３年度国
家予算編成における教育予算確保・拡充に向
けた意見書

第８号　道教委『新たな高校教育に関する指針』の見
直しと地域や子どもの実態に応じた高校づく
りの実現を求める意見書

第９号　けいれん性発声障害（ＳＤ）の研究・治療等の
推進を求める意見書

第１０号　地方財政の充実・強化を求める意見書
第１１号　北海道地域最低賃金の大幅な改善を求める意

見書
第１２号　再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境

整備を求める意見書
第１３号　「防災・減災ニューディール」による社会基

盤再構築を求める意見書

平成２４年第２回定例会（６月５日から６月１３
日）で可決されました諮問１件、報告９件、議案
６件、意見書８件の内容を紹介いたします。
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議
会
を
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
や
す
く
作
り
直
し
ま

し
た
。

　
○
議
会
の
し
く
み

　
○
会
議
の
案
内

　
○
会
議
録

　
○
議
員
報
酬
等

　
○
議
会
広
報

　
○
議
会
事
務
局

　
○
お
知
ら
せ

　
○
用
語
解
説

　

各
議
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議

席
順
に
、
住
所
、
当
選
回
数
、
生

年
月
日
、
会
派
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
所
属
委
員
会
等
を
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
留
萌
市
議
会

は
議
長
、
副
議
長
を
中
心
に
議
会

の
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み
を
発

信
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

留
萌
市
議
会
は
、
三
月
に
開
催

し
た
第
一
回
定
例
会
よ
り
議
会
活

性
化
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

留
萌
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
六
カ

所
に
「
留
萌
市
議
会
か
ら
の
お
知

ら
せ
」
を
掲
示
し
た
コ
ル
ク
ボ
ー

ド
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
こ
の
取
り
組
み
が
市

民
の
皆
様
に
浸
透
し
て
い
な
い
事

が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
の
結
果

を
踏
ま
え
、
設
置
場
所
を
考
え
直

し
「
開
か
れ
た
議
会
」
の
実
現
に

向
け
、
出
来
る
事
か
ら
始
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
回
、
買
物
帰
り
の
方
達
や
通

行
中
の
方
達
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答

え
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
質

問
以
外
に
沢
山
の
意
見
や
要
望
を

頂
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
Ｆ
Ｍ
も
え
る
を
普
段

聴
い
て
い
な
い
で
す
と
か
、
お
知

ら
せ
掲
示
板
の
場
所
に
つ
い
て
の

意
見
、
市
民
の
皆
様
が
傍
聴
し
た

く
て
も
で
き
な
い
理
由
、
市
役
所

庁
舎
内
の
議
会
中
継
の
認
知
度
な

ど
市
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

く
事
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
議
会
の
中
で
興
味
の
あ
る

議
案
の
と
き
は
傍
聴
し
た
い
、
放

送
を
聴
き
た
い
と
い
う
多
く
の
市

民
の
方
の
声
を
聴
き
益
々
広
報
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

広報特別委員会では、市民の皆様にまちなかアンケートを行い、１４５名の方にご協力いただきました。
議会改革は確実に市民の皆様のもとに届いているのか、そしてこの取り組みの先には市民の皆様と
議会がマチを変えていく原動力になりえるのかさまざま声を聴かせていただきました。

■アンケートの調査対象
　調査対象／２０代から８０代
　調 査 日／６月１５日
　調査場所／るもいプラザ、
　　　　　　セブンイレブン合同庁舎前店
　　　　　　チューオー本店
　　　　　　ホーマック留萌店

●るもいプラザ
●健康の駅
●図書館
●はーとふる
●市立病院
●公民館

　

市
議
会
と
市
民
の
距
離
を
縮
め

る
た
め
に
「
Ｆ
Ｍ
も
え
る
で
の
試

験
放
送
」
や
お
知
ら
せ
掲
示
板
な

ど
が
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
こ
の
新
し
い
二
つ
の
試
み

を「
知
っ
て
い
る
」と
答
え
た
方
々

の
数
が
少
な
く
市
民
の
み
な
さ
ま

に
対
し
て
周
知
不
足
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
議
会
を
傍
聴
し

た
こ
と
は
な
い
が
こ
れ
か
ら
は
傍

聴
し
た
い
と
思
う
人
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
わ
か
り
、
議

員
が
も
っ
と
街
に
出
て
皆
様
の
声

を
聴
く
機
会
が
必
要
だ
と
思
い
ま

し
た
。
市
議
会
は
今
、
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
議
会
広
報
も
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
を
し
、

議
会
と
市
民
の
み
な
さ
ま
の
懸
け

橋
と
な
る
よ
う
真
摯
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
人
の
一
歩
よ
り
み
ん
な
の
一

歩
の
気
持
ち
を
持
っ
て
皆
様
と
一

歩
ず
つ
改
革
を
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

川　
崎　
正　
紀 

　

今
回
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
使
っ
て
広

く
我
々
市
民
が
市
議
会
の
様
子
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
議
会
の

情
報
公
開
と
い
う
部
分
で
画
期
的
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
前
回
市
議
選
前

に
有
志
団
体
が
歳
費
削
減
を
盛
り
込

ん
だ
定
数
削
減
を
呼
び
か
け
、
署
名

さ
れ
た
方
々
も
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？　

一
般
市
民
に

と
っ
て
み
て
は
、
市
会
議
員
な
ど
な

に
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
留

萌
に
十
六
名
も
必
要
な
の
か
。
選
挙

の
時
し
か
挨
拶
に
来
な
い
な
ど
市
議

会
軽
視
論
な
ど
も
よ
く
聴
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
市
議
会
に
傍
聴
に
来
て

ほ
し
い
と
訴
え
て
も
そ
う
簡
単
に
は

い
か
な
い
は
ず
で
す
。
市
民
み
ん
な

が
市
会
議
員
の
必
要
性
と
、
議
会
の

内
容
を
知
っ
て
関
心
を
も
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
情
報
は

発
信
す
る
側
と
受
信
す
る
側
の
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
あ
っ
て
こ
そ
。

い
く
ら
情
報
を
発
信
し
て
も
受
け
側

で
あ
る
市
民
が
関
心
も
興
味
も
な
く

た
だ
放
送
で
流
す
だ
け
で
は
情
報
公

開
に
は
な
ら
な
い
。
市
民
が
関
心
を

持
っ
て
い
け
る
放
送
と
内
容
の
あ
る

市
議
会
に
な
る
こ
と
を
節
に
願
い
ま

す
。

Ｆ
Ｍ
も
え
る
の 

　
　
　
議
会
中
継
を
聴
い
て

是非インターネットで
留萌市議会と検索してください

留萌市議会 検索

お
知
ら
せ
ボ
ー
ド

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

○毎月配布されている広報るもいに年４回議会
広報が掲載されているのはご存じですか？ はい　１０６人 いいえ　３９人

○市内６か所の施設にお知らせ掲示板を設
置したことはご存じですか？ はい　３２人 いいえ　１１３人

○６月定例会の内容をFMもえるで６月１１～
１２日に試験放送したことはご存じですか？ はい　３１人 いいえ　１１４人

○試験放送の内容が６月１７日に再放送され
ますが聴く予定はありますか？ はい　５８人 いいえ　８７人

○市役所庁舎内で放映されている議会中継
をご覧になったことはありますか？

はい
１４人 いいえ　１３１人

○留萌市議会のホームページをご覧になっ
たことはありますか？ はい　３６人 いいえ　１０９人

○議会を傍聴したことはありますか？ はい
２４人 いいえ　１２１人

○今後議会を傍聴したいと思いますか？ はい　８７人 いいえ　５８人

まちなかアンケート調査より ■アンケートにお答えいただいた
　みなさまの年代

煙日中なので議会を傍聴できない（３０代・女性）煙議場で何を話しているのかわからないのでつまらない（５０代・女性）煙議場までの階段を上がるのが辛くて傍聴に行けない（５０代・女性）煙税金や医療介護についての質問内容だったらぜひ放送を聴きたい（５０代・女性）煙お知らせ掲示板の場所がわかりずらい（６０代・男性）煙夜はエフエムもえるを聴いていない（３０代・男性）煙日曜日は出かけるので再放送を聴けない（５０代・女性）

議
会
が
変
わ
れ
ば
、
マ
チ
が
変
わ
り
ま
す
。
留
萌
市
議
会
で
は
、

市
民
に
見
え
る
議
会
を
目
指
し
Ｆ
Ｍ
も
え
る
で
議
会
中
継
を
行

う
な
ど
新
し
い
試
み
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
今
、
十
六
人
の
議

員
と
議
会
事
務
局
が
一
丸
と
な
り
「
情
報
共
有
」「
市
民
参
加
」

「
協
働
」
の
原
則
に
基
づ
き
議
会
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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りよだ会議市萌留

問
一　
森
林
機
能
の
多
様
化
と
課

題
　
留
萌
市
森
林
整
備
計
画
が
四
月

に
策
定
さ
れ
た
が
、
具
体
的
事
業

方
針
を
聞
き
た
い
。

　
留
萌
市
立
病
院
周
辺
市
有
地
で

植
樹
に
よ
る
環
境
整
備
が
で
き
な

い
か
。

　
三
泊
地
区
の
粉
じ
ん
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
砂

や
粉
じ
ん
の
飛
散
防
止
に
効
果
が

あ
る
植
樹
は
で
き
な
い
か
。

　
北
海
道
水
資
源
の
保
全
に
関
す

る
条
例
が
施
行
さ
れ
た
が
、
市
と

し
て
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

答
一　
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

す
る
森
林
整
備
を
一
層
推
進
す
る

た
め
の
路
網
整
備
や
人
材
育
成
、

適
切
な
伐
採
・
間
伐
の
施
業
が
肝

要
で
あ
り
森
林
組
合
と
連
携
し
推

進
し
た
い
。

　

病
院
周
辺
の
植
栽
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。
地
下
構
造
や
植
樹
費

用
、
木
の
特
性
な
ど
を
総
体
的
に

検
証
し
植
樹
の
可
能
性
を
探
り
た

い
。

　

三
泊
地
区
の
マ
イ
ナ
ス
十
二

メ
ー
ト
ル
岸
壁
で
は
、
石
炭
の
輸

入
量
が
増
加
し
て
い
る
。
状
況
を

精
査
し
防
風
柵
が
よ
い
か
防
風
林

が
よ
い
か
な
ど
、
防
風
対
策
を
協

議
し
た
い
。

　

留
萌
市
の
水
源
と
し
て
、
増
毛

町
信
砂
に
あ
る
新
信
砂
浄
水
場
と

周
辺
の
水
資
源
保
全
区
域
指
定
に

向
け
て
、
関
係
部
局
と
検
討
協
議

を
進
め
、
そ
の
後
、
関
係
自
治
体

で
あ
る
増
毛
町
と
協
議
を
し
て
い

く
。

問
二　
男
女
平
等
参
画
る
も
い
プ

ラ
ン
の
見
直
し

　
平
成
十
五
年
に
策
定
さ
れ
た
男

女
平
等
参
画
プ
ラ
ン
が
最
終
年
を

迎
え
て
い
る
。
計
画
目
標
に
対
す

る
達
成
度
は
ど
う
か
。

　
新
た
な
計
画
策
定
の
考
え
は
あ

る
か
。

答
二　
プ
ラ
ン
達
成
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
九
十
八
事
業
が
あ
る
が
、

約
九
割
が
概
ね
達
成
し
て
い
る
と

評
価
し
て
い
る
。
特
に
市
の
政

策
・
方
針
決
定
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
審
議
会
な
ど
に
お
け
る
女

性
登
用
率
は
、
三
十
・
八
％
。
今

後
も
五
十
％
を
目
標
に
努
力
し
た

い
。

　

男
女
共
同
参
画
の
精
神
を
柱
と

し
た
社
会
を
目
指
し
、
新
し
い
プ

ラ
ン
策
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め

た
い
。

問
一　
土
地
の
利
活
用
計
画
に
つ

い
て

　
平
成
八
年
に
策
定
し
た
留
萌
港

港
湾
計
画
に
よ
り
「
旧
北
海
道
合

板
跡
地
」
は
、
親
水
緑
地
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
三

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
「
市

開
発
公
社
」
か
ら
取
得
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
取
得
す
る
ま
で

に
「
緑
地
」
と
し
て
具
体
的
な
計

画
を
立
て
る
べ
き
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

答
一　
港
湾
計
画
に
あ
る
親
水
緑

地
と
し
て
の
整
備
が
基
本
の
考
え

方
だ
が
、
現
状
の
港
湾
施
設
の
老

朽
化
、
船
場
公
園
、
東
岸
地
区
な

ど
周
辺
地
区
と
の
連
携
を
考
慮
し
、

親
水
性
の
確
保
、
ま
ち
な
か
で
の

賑
わ
い
復
活
ゾ
ー
ン
の
要
と
な
る

「
交
流
ゾ
ー
ン
」
の
形
成
に
つ
い

て
配
慮
し
た
土
地
利
用
を
考
え
て

い
る
。

問
二　
商
店
街
の
再
生
に
つ
い
て

　
「
金
市
館
ビ
ル
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
賃
貸
借
契

約
を
結
ん
で
お
り
、
年
度
毎
に
株

式
会
社
金
市
館
と
留
萌
市
と
の
間

で
、
協
議
し
な
が
ら
単
年
度
契
約

し
て
い
る
が
、
金
市
館
ビ
ル
の
存

続
に
つ
い
て
、
市
民
の
多
く
が
今

後
の
動
向
に
関
心
が
あ
る
。

　
来
年
度
以
降
の
、
金
市
館
ビ
ル

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
い
つ
ま
で

に
市
の
方
向
性
を
打
ち
出
す
の
か

伺
い
た
い
。

答
二　
現
在
、
入
居
し
て
い
る
テ

ナ
ン
ト
等
に
「
志
向
調
査
」
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
商
店
街

や
商
工
会
議
所
、
市
な
ど
の
関
係

者
で
当
該
施
設
の
継
続
利
用
に
つ

い
て
今
後
の
ま
ち
な
か
賑
わ
い
や
、

交
流
の
場
と
し
て
の
活
用
、
福
祉

団
体
や
高
齢
者
の
参
画
に
つ
い
て

も
、
協
議
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

今
年
「
九
月
な
い
し
十
二
月
の
議

会
」
に
お
い
て
、
市
の
方
向
性
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

問
一　
留
萌
の
農
業
を
持
続
さ
せ

る
体
制
の
拡
充
に
つ
い
て

　
留
萌
の
経
済
を
活
性
化
す
る
上

で
、
農
業
を
持
続
さ
せ
る
体
制
を

拡
充
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
。

行
政
と
し
て
、
関
係
団
体
と
連
携

を
強
め
、
既
存
組
織
へ
の
支
援
と

と
も
に
新
た
な
組
織
の
確
立
を
め

ざ
し
、
積
極
的
に
行
動
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

答
一　
現
在
あ
る
地
域
連
携
型
農

業
生
産
法
人
が
営
農
の
維
持
が
出

来
る
よ
う
、
効
率
的
な
農
地
の
利

用
集
積
を
図
る
。

　

ま
た
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、

新
た
な
農
業
生
産
法
人
や
農
作
業

受
託
組
織
の
設
立
な
ど
、
地
域
農

業
の
生
産
体
制
の
拡
充
に
努
め
る
。

問
二　
国
民
健
康
保
険
税
と
医
療

費
支
払
い
の
減
額
免
除
制
度
の
周

知
を
徹
底
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
制
度
に
は
、
所

得
が
低
く
て
も
安
心
し
て
病
院
に

か
か
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
税

と
医
療
費
支
払
い
に
減
免
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
加
入

者
へ
の
周
知
が
徹
底
し
て
い
な
い

た
め
医
療
費
の
減
免
制
度
利
用
に

い
た
っ
て
は
開
始
以
来
ゼ
ロ
と
、

ま
っ
た
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

利
用
し
た
い
人
、
条
件
に
合
う
人

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
加

入
者
と
病
院
へ
の
周
知
を
、
分
か

り
や
す
く
、
繰
り
返
し
徹
底
す
る

こ
と
。
病
院
に
張
り
紙
を
お
願
い

し
て
は
如
何
か
。

答
二　
国
保
税
の
減
免
制
度
に
つ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
書
を
送
付
す
る
際
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し

て
い
る
。
医
療
費
の
減
免
に
つ
い

て
は
、
窓
口
で
相
談
が
あ
っ
た
と

き
に
説
明
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
医
療
費
の
減
免
制
度

に
つ
い
て
も
資
料
を
同
封
し
た
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る

な
ど
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
一　
留
萌
市
土
地
開
発
公
社
に

つ
い
て

　
留
萌
市
土
地
開
発
公
社
の
目
的

と
、
今
日
の
役
割
に
相
違
が
あ
る
。

過
去
の
同
様
の
質
問
に
対
し
、
公

社
の
整
理
方
針
を
決
定
し
た
い
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
公
社
の
保
有
し
て
い
る

土
地
が
近
い
将
来
、
市
民
負
担
に

な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
が
、

公
社
が
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
は

何
か
。

答
一　
公
社
の
業
務
は
、
そ
の
公

共
的
重
要
性
に
か
ん
が
み
事
業
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
留
萌
市
の

施
策
及
び
計
画
に
即
応
す
る
と
同

時
に
、
常
に
留
萌
市
と
の
連
携
を

保
ち
、
そ
の
公
共
性
及
び
経
済
性

を
重
視
し
、
能
率
的
に
執
行
に
努

め
て
き
た
が
、
最
近
の
地
価
の
下

落
傾
向
が
続
く
な
か
で
、
公
共
用

地
先
行
取
得
の
経
済
的
有
効
性
が

薄
れ
て
き
た
。

　

今
後
の
公
社
に
つ
い
て
は
、
あ

る
程
度
、
公
社
の
役
割
は
終
わ
っ

た
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
計
画
を
立
て
な
が
ら
、

解
散
の
方
向
性
を
考
え
た
い
。

問
二　
留
萌
小
学
校
改
築
計
画
に

つ
い
て

　
留
萌
小
学
校
改
築
計
画
の
事
業

費
及
び
財
源
内
訳
等
の
変
更
に
つ

い
て
、
当
初
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に

甘
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

検
証
作
業
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
ま
た
、
当
初
示
し
て
い
た
事
業

費
と
財
源
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影
響

は
あ
る
の
か
。

答
二　
補
助
金
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
し
た
検
討
を
し
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
深
く
反
省
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

　

留
萌
小
学
校
改
築
計
画
は
長
い

事
業
で
あ
り
、
今
回
の
件
を
教
訓

と
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
に
支
援

を
仰
ぎ
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
学
校
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
に
し
っ
か

り
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た

い
。

問
一　
地
価
下
落
全
国
一
位
に
つ

い
て

　
留
萌
市
内
の
商
業
地
の
土
地
評

価
額
が
マ
イ
ナ
ス
十
九
・
六
％
と

わ
ず
か
三
年
前
の
半
値
と
な
り
、

「
被
災
地
で
も
な
い
の
に
、
地
価

下
落
率
日
本
一
」
と
い
う
見
出
し

で
留
萌
の
ま
ち
が
テ
レ
ビ
で
放
映

さ
れ
た
が
、
地
価
下
落
率
全
国
一

と
い
う
不
名
誉
な
状
況
に
対
し
、

市
長
が
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
一　
土
地
の
取
引
に
つ
い
て
は

民
間
需
要
が
ど
れ
だ
け
高
ま
る
か

に
も
よ
り
、
行
政
が
土
地
取
引
の

価
格
に
つ
い
て
関
与
で
き
な
い
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て
土

地
の
需
要
が
減
っ
て
い
る
事
や
、

長
期
的
な
景
気
低
迷
か
ら
の
回
復

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
土
地
取
引

の
指
標
と
な
る
公
示
価
格
が
下

が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
現
実
と
し

て
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。

村
山
ゆ
か
り 
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

坂
本　
　

茂 
議
員

（
共
産
党
）

鵜
城　

雪
子 
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

野
呂　

照
幸 
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

野
崎　

良
夫 
議
員

（
無
会
派
）

除伐作業

幌糠の田植風景

旧北海道合板跡

旧市立病院跡地

地価下落率全国一商業地
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問
二　
危
険
な
沿
岸
部
の
避
難
対

策
に
つ
い
て

　
災
害
時
の
危
険
箇
所
で
あ
る
沿

岸
部
の
中
で
も
、
塩
見
町
地
区
は
、

海
に
面
し
た
一
車
線
の
国
道
以
外

に
避
難
ル
ー
ト
は
無
く
、
津
波
の

危
険
に
加
え
、
海
沿
い
に
は
巨
大

な
石
油
タ
ン
ク
が
多
数
あ
る
が
、

高
台
に
避
難
し
よ
う
に
も
避
難
路

が
な
く
、
住
民
は
不
安
を
抱
え
て

い
る
。

　
留
萌
市
と
し
て
の
、
塩
見
町
地

区
に
対
す
る
津
波
対
策
と
火
災
対

策
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

答
二　
津
波
避
難
に
対
し
て
は
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
高
台
に
避
難

し
て
も
ら
い
、
二
十
分
以
内
で
高

台
に
避
難
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

塩
見
町
は
灯
台
が
避
難
の
目
標

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
四
本

の
私
道
が
こ
れ
か
ら
避
難
路
と
し

て
位
置
づ
け
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

石
油
基
地
の
対
応
と
し
て
は
、

全
国
規
模
で
対
応
さ
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後
ど
う

い
う
形
で
設
置
者
が
整
備
を
し
て

い
く
の
か
全
国
的
な
問
題
と
な
る

の
で
、
そ
の
推
移
を
見
な
が
ら
判

断
し
て
い
く
。

問
一　
防
災
（
減
災
）
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
て
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
た
が
、
修
正
項
目
と
そ
の
内

容
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
海
抜

表
示
板
等
の
施
策
を
何
時
ま
で
に

行
う
の
か
を
伺
い
た
い
。

答
一　
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

は
三
月
に
開
催
し
た
防
災
会
議
に

お
い
て
、
津
波
対
策
の
強
化
や
避

難
所
の
強
化
及
び
情
報
伝
達
手
段

の
強
化
等
を
重
点
に
見
直
し
を

行
っ
た
。

　

ま
た
自
主
防
災
組
織
設
置
推
進

に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。
地

域
防
災
計
画
は
、
北
海
道
の
修
正

に
併
せ
、
逐
次
必
要
な
修
正
を

行
っ
て
行
く
。

　

津
波
対
策
の
海
抜
表
示
板
は
、

八
月
末
ま
で
に
海
岸
部
や
市
街
地

の
低
地
部
に
合
せ
て
二
百
枚
を
設

置
す
る
。

　

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
津

波
浸
水
予
測
図
に
避
難
所
や
避
難

路
等
の
必
要
な
情
報
や
洪
水
予

測
・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
を
加

え
て
作
成
し
、
年
内
に
全
戸
配
布

す
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。

問
二　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
認
知

症
の
患
者
や
要
介
護
者
の
急
増
が

予
測
さ
れ
る
が
、
認
知
症
予
防
や

介
護
予
防
に
ど
の
よ
う
な
考
え
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を

伺
い
た
い
。

　
ま
た
施
設
の
増
設
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
い
た
い
。

答
二　
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
等
を
対

象
と
し
た
介
護
予
防
教
室
や
健
康

教
室
を
通
じ
、
食
生
活
や
運
動
等

に
よ
る
認
知
症
予
防
や
介
護
予
防

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

ま
た
健
康
の
駅
を
中
心
と
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
る
も
い
コ
ホ
ー
ト
ピ

ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
調
査
研

究
の
実
態
を
踏
ま
え
、
認
知
症
に

対
す
る
的
確
な
対
策
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
市
民
に
対
し
て
認
知
症
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組

み
を
進
め
る
。

　

施
設
増
設
に
つ
い
て
は
、
次
期

の
計
画
で
検
討
す
る
。

問
一　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
昨
年
の
大
震
災
か
ら
一
年
三
ヶ

月
、
被
災
地
域
で
の
復
興
は
も
と

よ
り
各
地
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で「
地
域
防
災
計
画
」

の
検
証
か
ら
見
え
る
課
題
や
見
直

し
、
災
害
か
ら
弱
者
を
守
る
施
策

の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

答
一　
市
が
指
定
す
る
海
岸
部
緊

急
避
難
路
は
、
庁
内
協
議
を
経
て
、

夏
期
を
目
途
に
各
町
内
会
と
再
協

議
し
た
後
、
決
定
す
る
。
津
波
避

難
ビ
ル
は
、
公
共
施
設
を
優
先
に

同
意
を
得
て
随
時
指
定
す
る
。
見

直
し
た
内
容
は
、「
防
災
マ
ッ
プ
」

に
反
映
さ
せ
年
内
に
作
製
し
、
全

戸
配
布
す
る
。

　

地
域
防
災
計
画
は
、
北
海
道
の

修
正
に
併
せ
、
本
年
度
も
必
要
な

修
正
を
行
う
。

　

ま
た
自
主
防
災
組
織
の
共
助
に

よ
る
「
減
災
」
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
、
防
災
連
絡
員
を
中
心
と
す

る
自
主
防
災
組
織
の
設
置
を
支
援

し
て
い
く
。

　

更
に
弱
者
を
守
る
施
策
の
要
援

護
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ー

入
力
を
六
月
〜
七
月
で
実
施
し
、

「
留
萌
市
災
害
時
要
援
護
者
支
援

プ
ラ
ン
（
全
体
計
画
）」
を
成
案
化
。

合
わ
せ
て
個
別
計
画
の
推
進
方
法

を
協
議
し
、
対
応
方
針
を
決
定
後

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
及
び

個
別
計
画
の
登
録
に
つ
い
て
市
民

周
知
を
図
り
、
災
害
時
に
お
け
る

要
援
護
者
対
策
を
充
実
さ
せ
る
。

問
二　
風
力
発
電
の
可
能
性

　
風
力
発
電
の
増
設
に
対
す
る
可

能
性
の
検
証
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
二　
市
内
に
風
力
発
電
施
設
を

十
基
設
置
し
て
い
る
エ
コ
パ
ワ
ー

か
ら
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

動
き
を
見
な
が
ら
、
増
設
の
検
討

を
始
め
て
い
る
と
い
う
話
を
伺
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

協
力
し
て
い
き
た
い
。

議
会
活
性
化
推
進
特
別
委

員
会
の
中
間
報
告

委
員
長　
野
崎　
良
夫

　

六
月
五
日
開
催
の
本
会
議
に
お

い
て
、
報
告
し
た
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の

市
議
会
に
対
す
る
報
告（
勉
強
）

会
を
、
実
施
す
る
。

二
、
議
決
事
件
の
拡
大
は
、
総
合

計
画
に
係
る
基
本
計
画
な
ど
、

八
項
目
を
確
認
し
そ
の
都
度
、

議
案
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と

す
る
。

三
、
お
知
ら
せ
掲
示
板
の
、
掲
示

内
容
及
び
方
法
に
つ
い
て
、
広

報
特
別
委
員
長
に
委
ね
る
こ
と

と
す
る
。

四
、
議
会
基
本
条
例
制
定
は
、
策

定
作
業
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

六
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
行
う
こ
と

と
す
る
。

五
、
専
決
処
分
は
、
そ
の
判
断
を
、

あ
ら
か
じ
め
市
長
と
議
長
が
協

議
す
る
こ
と
と
す
る
。

留萌市議会事務局 皐 0164・42・1907（直通）鯖 0164・43・6700
E-mail：rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

　

今
ま
で
は
広
報
を
作
成
し
、

読
ん
で
頂
く
こ
と
を
一
番
に

考
え
な
が
ら
議
会
で
議
論
さ

れ
た
こ
と
を
中
心
に
お
届
け

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
議
会
活
性
化
推
進

特
別
委
員
会
の
論
議
の
中
か

ら
広
報
特
別
委
員
会
に
新
た

な
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

「
議
会
お
知
ら
せ
掲
示
板
」

の
周
知
と
広
報
と
い
う
テ
ー

マ
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
経
て
周
知
不
足
を
痛
感
し
、

市
民
の
皆
様
に
見
て
頂
き
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
環
境

作
り
の
大
切
さ
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
改
革
の
歩
み

を
進
め
て
行
く
度
に
皆
様
に

議
会
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
広
報
の
あ
り

方
を
考
え
て
参
り
ま
す
。

　

委
員
長　

菅
原
千
鶴
子

　
副
委
員
長　

鵜
城　

雪
子

　

委　

員　

燕　
　

昌
克

　
　
　
　
　

川
口　

宏
和

　
　
　
　
　

天
谷　

孝
行

笹
本　

牧
司 
議
員

（
萌
政
会
）

　６月１１日、１２日と２日間、部分的ですが傍聴致しま
した。
　前回の選挙以来初めてでしたので、会場に入り、女
性議員が５人と前回より多いことに、嬉しく感じました。
　今回の傍聴で感じたことですが、２日間とも質問の
テーマが重複していること、会派が違うと、仕方が無
いものなのでしょうか……
　１年生議員もしっかりと、私達の代弁をしている姿
を見て頼もしく感じました。
　高齢者が安心して住める街づくりにと、議員の皆さ
んに、これからも期待しております。

小笠原　タキエ 

　６月の定例会傍聴は５度目の体験となりましたが、
相変わらず傍聴人の少なさを感じた。過去４度の傍聴
では、議員の質問に対してチグハグな答弁が多く、じ
れったい感じで傍聴しておりましたが、今回は議員の
質疑の言葉も拡大せずに絞りきっておりました。答弁
もぶれることがなく、スッキリとした気分で聴いてお
りました。ただ留小改築計画の変更についての答弁は、
担当者の算定ミスをフォローしただけで、今回のミス
が起きた背景を一担当者だけに任せず、今後の改善を
望みたい。民間組織でも一職員の上には上司がおり、
上司としての職務責任範囲の認識を考えるべきだ。

渡　辺　一　夫 

留
萌
消
防
組
合
議
会
報
告

　

六
月
二
十
一
日
に
、
留
萌
市
・

小
平
町
組
合
議
員
に
よ
る
第
一
回

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
一
般
会
計
の
補
正
予
算
と
し

て
消
防
施
設
費
「
消
防
緊
急
デ
ジ

タ
ル
無
線
基
本
設
計
」
に
つ
い
て

減
額
補
正
を
し
、
消
防
施
設
整
備

強
化
の
た
め
、
災
害
対
応
特
殊
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ⅱ
型
の

動
産
の
取
得
を
可
決
し
ま
し
た
。

留
萌
南
部
衛
生
組
合
議
会
報
告

　

六
月
二
十
二
日
に
留
萌
市
・
小

平
町
・
増
毛
町
の
組
合
議
員
に
よ

る
全
員
協
議

会
を
行
い
、

小
平
町
と
増

毛
町
に
建
設

中
の
生
ご
み

処
理
施
設
と

最
終
処
分
場

の
視
察
を

行
っ
て
き
ま

し
た
。
豪
雪

の
た
め
工
事
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
工
事
の
進
捗
率

も
計
画
に
お
お
よ
そ
準
じ
た
状
況

と
な
り
視
察
参
加
者
か
ら
安
心
の

声
も
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
後
、

協
議
会
内
部

で
、
今
後
の

ご
み
処
理
に

つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し

た
。

議会を傍聴して

村
上　
　

均 
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

礼受牧場風力発電

るもい健康の駅
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